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【受験上の注意】 

 

１ 実技試験が終了するまでは、携帯電話等の使用は禁止します。電源を切って配

付した封筒の中に入れ、封筒は、カバンにしまうか、または、カバンがない場合

は机の上に置いてください。 

２ 机の上には、「受験票」、「筆記用具」、「時計」以外のものを置いてはいけ

ません。 

３ 試験時間は、１３時から１４時１５分までの１時間１５分です。 

４ 試験開始後３０分間及び試験終了前１０分間は退室できません。３０分経過し

てから退室するときは、手をあげて係員に知らせ、答案用紙が回収された後に許

可を得て退出してください。 

５ 試験問題（この冊子）は持ち帰って構いません。 
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衛生法規に関する知識 
 

 

問１ 次の文は、クリーニング業法第１条及び第２条に規定する、目的及び定義に関す

る記述である。文中の（ ）に当てはまる最も適当な語句を同じ番号の語群から一

つ選び、その記号を解答欄に記入しなさい。 

 

a この法律は、クリーニング業に対して、公衆衛生等の見地から必要な（ ① ）を行 

い、もってその経営を公共の福祉に適合させるとともに、（ ② ）の利益の擁護を図 

ることを目的とする。 

b この法律で「（ ③ ）」とはクリーニング業を営む者（洗たくをしないで洗たく物 

の受取及び引渡しをすることを営業とする者を含む。）をいう。 

c  この法律で「クリーニング所」とは、洗濯物の（ ④ ）又は受取及び引渡しのため 

の（ ⑤ ）の施設をいう。  

 

【語群】 

①｛ ア：指導及び取締り イ：応援及び支援 ウ：助言及び勧告 ｝ 

②｛ ア：クリーニング師 イ：営業者 ウ：利用者 ｝ 

③｛ ア：クリーニング師 イ：営業者 ウ：業務従事者 ｝ 

④｛ ア：ア：加工 イ：保管 ウ：処理 ｝ 

⑤｛ ア：クリーニング師 イ：営業者 ウ：従業員 ｝ 
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問２ 次の文は、クリーニング業法第３条に規定する、営業者の衛生措置等に関する記 

述である。文中の（ ）に当てはまる最も適当な語句を同じ番号の語群から一つ 

選び、その記号を解答欄に記入しなさい。 

 

a 営業者は、洗たく物の洗たくをするクリーニング所に、業務用の機械として、洗たく 

機及び（ ① ）を（ ② ）備えなければならない。ただし、（ ① ）の効用をも 

有する洗たく機を備える場合は、（ ① ）は、備えなくてもよい。 

b 営業者は、クリーニング法第３条第２項に規定する措置のほか、次に掲げる措置を講 

じなければならない。 

一 クリーニング所及び業務用の車両（営業者がその業務のために使用する車両（軽 

車両を除く。）をいう。）並びに業務用の機械及び器具を（ ③ ）に保つこと 

二 洗濯物を洗濯又は仕上げを終わったものと終わらないものに区分しておくこと 

三 洗濯物をその（ ④ ）に応じ区分して処理すること 

四 洗場については、床が、不浸透性材料（コンクリート、タイル等汚水が浸透しな

いものをいう。）で築造され、これに（ ⑤ ）が設けられていること 

五 伝染性の疾病の病原体による汚染のおそれのあるものとして厚生労働省令で指定

する洗濯物を取り扱う場合においては、その洗濯物は他の洗濯物と区分しておき、

これを洗濯するときは、その前に消毒すること。ただし、洗濯が消毒の効果を有す

る方法によってなされる場合においては、消毒しなくてもよい。 

六 その他都道府県（地域保健法第５条第１項の規定に基づく政令で定める市）又は

特別区については、市又は特別区）が条例で定める必要な措置 

 

【語群】 

①｛ ア：脱水機 イ：乾燥機 ウ：プレス機 ｝ 

②｛ ア：どちらか一台 イ：それぞれ少なくとも一台 

ウ：それぞれクリーニング所の規模に応じて必要な台数 ｝ 

③｛ ア：いつでも使用できる状態 イ：良好な状態 ウ：清潔 ｝ 

④｛ ア：用途 イ：使用頻度 ウ：価格 ｝ 

⑤｛ ア：適当な覆い及び側壁 イ：滑り止め ウ：適当な勾配と排水口 ｝ 
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問３ 次の文は、クリーニング業法施行規則第10条の２及び第10条の３に規定する、ク

リーニング師の研修及び業務従事者に対する講習に関する記述である。文中の

（ ）に当てはまる最も適当な語句を下の語群から一つ選び、その記号を解答欄に

記入しなさい。ただし、同じ記号を複数回使用しても構いません。 

 

a クリーニング所の業務に従事するクリーニング師は、業務に従事した後（ ① ）以 

内にクリーニング業法第８条の２の規定による研修を受けなければならない。なお、ク

リーニング所の業務に従事するクリーニング師は、当該研修を受けた後は、（ ② ）

を超えない期間ごとに研修を受けなければならない。 

b 営業者は、クリーニング所の開設の日又は無店舗取次店の営業開始の日から 

（ ③ ）以内に、当該クリーニング所又は無店舗取次店のクリーニング業務に関す 

る衛生管理を行う者として、その従事者の中からその従事者の数に（ ④ ）を乗じて 

得た数（その数が１に満たないときには１とし、その数に１に満たない端数を生じたと 

きは、その端数を１として計算する。）の者を選び、その者に対しクリーニング業法第 

８条の３の規定による講習を受けさせなければならない。なお、営業者は、当該講習を 

受けさせた後は、（ ⑤ ）を超えない期間ごとに講習を受けさせなければならない。 

 

【語群】 

ア：１年  イ：３年  ウ：５年  エ：３分の１  オ：５分の１   

カ：１０分の１  

 

 

問４ 次の文は、厚生労働省の「クリーニング所における衛生管理要領」における施 

設、設備及び器具の管理に関する記述である。文中の（ ）に当てはまる最も適当 

な語句を下の語群から一つ選び、その記号を解答欄に記入しなさい。ただし、同じ 

記号を複数回使用することはできません。 

 

a 施設内は、毎日清掃し、その清潔保持に努め、必要に応じ補修を行い、（ ① ）上 

支障のないようにすること。 

b 照明器具は、少なくとも（ ② ）清掃するとともに、常に適正な照度維持に努める 

こと。 

c  洗濯機、脱水機等の機械、作業台、運搬・集配容器等の洗濯物が接触する部分（仕上 

げの終わった洗濯物の格納設備又は容器を除く。）は、毎日業務終了後に洗浄又は清掃 

し、仕上げの終った洗濯物の格納設備又は容器は、少なくとも（ ③ ）清掃を行い、 

常に清潔に保つこと。  

d 特に営業者（管理人を含む。）又（ ④ ）は、（ ⑤ ）クリーニング所の施設、 

設備及び器具の衛生全般について点検管理すること。 

 

【語群】 

ア：安全        イ：従業員       ウ：クリーニング師 

エ：衛生        オ：防火        カ：毎日        

キ：１週間に１回以上  ク：１カ月に１回以上  ケ：半年に１回以上  

コ：１年に２回以上 
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公衆衛生に関する知識 
 

 

問１ 次の文は、我が国の衛生行政に関する記述である。文中の（ ）に当てはまる最

も適当な語句を下記の語群から一つ選び、その記号を解答欄に記入しなさい。 

 

a 衛生行政とは、「健康で（ ① ）な生活」を実現するため、国、地方公共団体などが 

公の責任によって行う諸活動である。 

b 一般国民の公衆衛生に関する行政を担当している国の行政機関は（ ② ）であり、都 

道府県や政令市などにおいては保健所がその窓口を担っている。 

c  保健所は（ ③ ）の拠点として位置づけられ、疾病の予防、（ ④ ）、環境衛生な 

ど、公衆衛生活動の中心的機関として、地域住民の生活と健康に極めて重要な役割をも 

っている。  

d 保健所業務における食品衛生業務とは、食品の衛生確保のための監視、指導、取り締 

まり等が主である。食中毒の届出先でもあり、保健所は食中毒発生時の（ ⑤ ）を行 

う。 

 

【語群】 

ア：環境省    イ：社会経済   ウ：文化的    エ：健康増進 

オ：文部科学省  カ：経済的    キ：厚生労働省  ク：労働衛生  

ケ：健康危機管理 コ：保健相談   サ：原因調査   

 

 

問２ Ａ群に示す病原体ごとに、最も関係の深い感染症をＢ群から選び、その記号を解

答欄に記入しなさい。 

 

《Ａ群》         《Ｂ群》 

  ① 細菌         ア つつが虫病 

 ② ウイルス       イ アトピー性皮膚炎 

 ③ スピロヘータ     ウ 結核 

 ④ クラミジア      エ エイズ 

 ⑤ 原虫         オ マラリア 

              カ オウム病 

              キ 梅毒 
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問３ 次の文は、水と健康に関する記述である。文中の（ ）に当てはまる最も適当な

語句を下記の語群から一つ選び、その記号を解答欄に記入しなさい。 

 

a 人の身体は、体重の（ ① ）以上が水によって占められている。 

b 体内における水の働きは、消化・吸収、（ ② ）の運搬と利用、老廃物の排出などに 

関係しており、重要な生理作用を営む。  

c  人が日常生活で利用する水は、炊事、調理、入浴、洗濯、水洗便所をはじめ、消火、 

プール、噴水など様々であり、都市により異なるが、１日あたりの一人の需要量は 

（ ③ ）リットル程度とされている。 

d 水によって起こる疾患として、赤痢や腸チフスなどの消化器系の感染症、水を媒体と 

してまん延する寄生虫症や原虫等に起因するもの、また、飲料水に含有される（ ④ ） 

によって起こる急性あるいは慢性疾患がある。 

e 日本においては、一般に問題がない水道水が実現しているが、塩素処理では死滅しな 

い、原虫の（ ⑤ ）など、耐塩素性病原生物への対応が問題となっている。 

 

【語群】 

ア：３分の１   イ：３分の２   ウ：トリハロメタン  エ：酸素 

オ：ＢＯＤ    カ：１００    キ：３００      ク：栄養分 

ケ：クリプトスポリジウム          コ：有害化学物質 

 

 

問４ 次の文は、生活習慣病に関する記述である。文中の（ ）に当てはまる最も適当

な語句を下記の語群から一つ選び、その記号を解答欄に記入しなさい。 

 

a （ ① ）と心疾患、動物性脂肪の過剰摂取と（ ② ）、肥満と糖尿病など、食生活や 

運動等の生活習慣とこれらの疾患の関係が明らかとなり、生活習慣の改善である程度予 

防が可能であることも分かってきた。 

b 疾病の予防対策のうち、早期発見、早期治療を目的とする予防対策を（ ③ ）と呼ん 

でいる。 

c  特定健康診査・特定保健指導では、（ ④ ）の測定と血圧、（ ⑤ ）、脂質などに関 

する健康診査の結果から生活習慣の改善が特に必要な者を抽出して、保健師などが生活 

習慣改善の指導を実施することにより、生活習慣病を予防することを目的としている。  

 

【語群】 

ア：孤立・孤独  イ：視力     ウ：腹囲     エ：一次予防 

オ：大腸がん   カ：骨折     キ：二次予防   ク：喫煙 

ケ：胸囲     コ：血糖      
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洗たく物の処理に関する知識 
 
 
問１ 次の文は、クリーニング概論、洗濯物、繊維加工についての記述である。文中の 

（   ）に当てはまる最も適当な語句を同じ番号の語群から一つ選び、その記号 

を回答欄に記入しなさい。 

 

a クリーニング業法ではクリーニングを「（ ① ）を用いて衣類その他の繊維製品また 

は皮革製品を原型のまま洗たくすることを営業すること」と定義している。 

b 織物の三原組織の中で、（ ② ）は、たて糸をよこ糸より（またはよこ糸をたて糸よ 

り）長く表面に出した組織で、組織点が斜めに続いており、それがうねとなって現れた 

もので、このため斜文織ともいわれる。デニム、ギャバジンなどがある。 

c 繊維の鑑別で、糸を燃やしたとき、紙を燃やしたにおいがし、顕微鏡で繊維の側面を 

みるとねじれが観察されると（ ③ ）である。 

d （ ④ ）は、現在わが国の合成繊維中最大の生産量を誇っている。 

e 繊維の染色に用いる染料のなかで、（ ⑤ ）は主に羊毛や絹などのたんぱく繊維に適 

用される。 

 

【語群】 

①｛ ア：溶剤または洗剤  イ：灰汁  ウ：蒸気 ｝ 

②｛ ア：平織  イ：綾織  ウ：朱子織 ｝ 

③｛ ア：レーヨン  イ：絹  ウ：綿 ｝  

④｛ ア：ナイロン  イ：アクリル  ウ：ポリエステル ｝  

⑤｛ ア：直接染料  イ：酸性染料  ウ：ナフトール染料 ｝  
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問２ 次の文は、洗濯の原理、クリーニング資材、ランドリー処理法についての記述で

ある。文中の（   ）に当てはまる最も適当な語句を同じ番号の語群から一つ選

び、その記号を回答欄に記入しなさい。 

 

a 商業洗濯（クリーニング）の中で、一般的に、せっけん、洗剤を用いて洗濯機で温水 

洗いするものを（ ①A ）と呼び、中性洗剤を用いて弱い力で常温洗いするものを 

（ ①B ）と呼ぶ。 

b ドライクリーニングにおいて水を安全に使用する方法としてチャージシステムがあ 

る。これは、溶剤中に少量の水を可溶化して安全に洗濯物を洗う方法である。この方法 

を用いて落とすことができる汚れは（ ② ）である。 

c ドライクリーニングに用いるドライ溶剤の（ ③ ）は、洗濯物に対する安全性が高 

く、ドライ機の金属腐食が少ないことなど、取扱いが容易であるが、引火性のため消防 

法や建築基準法の規制をうけ、立地条件や設備規模面などで多くの制約がある。 

d 洗剤の主成分である界面活性剤を水の中に入れると、水の界面張力を（ ④ ）働きを 

し、洗濯物に水をしみ込みやすくする。  

e 洗剤に加えて使用する助剤は（ ⑤ ）が一般に使われ、比較的アルカリ性が高く、ラ 

ンドリー助剤の主力を占める。 

 

【語群】 

①｛ ア：A：ドライクリーニング B：ウェットクリーニング  

イ：A：ランドリー B：ウェットクリーニング  

ウ：A：ウェットクリーニング B：ランドリー ｝  

②｛ ア：水溶性汚れ  イ：不溶性汚れ  ウ：油性汚れ ｝  

③｛ ア：石油系溶剤  イ：テトラクロロエチレン  ウ：HFC-365mfc ｝   

④｛ ア：上昇させる  イ：保持する  ウ：低下させる ｝   

⑤｛ ア：炭酸ナトリウム  イ：メタケイ酸ナトリウム   

ウ：水酸化ナトリウム ｝ 
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問３ 次の文は、ドライクリーニング処理法、ウェットクリーニング処理法、特殊品の 

クリーニングについての記述である。文中の（   ）に当てはまる最も適当な語 

句を同じ番号の語群から一つ選び、その記号を回答欄に記入しなさい。 

 

a ドライクリーニングは、使用するドライ溶剤に（ ① ）ため、水になじみやすい綿、 

麻、毛、絹の天然繊維などをふやけさせないので、型崩れがおきにくい。 

b ビーズやボタンに使用されるスチロール製品は、ドライ溶剤により（ ② ）可能性が 

あるので、注意が必要である。 

c ドライクリーニングの洗浄方式の中で、洗浄液のフィルタ循環を行わず、ワッシャー 

の中に溜めた洗浄液だけで洗う方式を（ ③ ）という。 

d ウェットクリーニングで使用する洗浄剤は、主に（ ④ ）を用いる。 

e  絹和服はドライ溶剤の残留により（ ⑤ ）しやすいので、清浄な溶剤で十分すすぎを 

行う。 

 

【語群】 

①｛ ア：親水性がある  イ：親水性がない  ウ：揮発性がない ｝ 

②｛ ア：硬化する  イ：脆化する  ウ：溶ける ｝  

③｛ ア：バッチ洗い  イ：スプレー洗浄  ウ：シャワー洗浄 ｝   

④｛ ア：弱酸性～中性の液体洗剤  イ：アルカリ性の液体洗剤   

ウ：アルカリ性の粉末洗剤 ｝ 

⑤｛ ア：硬化  イ：収縮  ウ：黄変 ｝ 
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問４ 次の問題は、シミ抜き、仕上げ法、取扱い表示記号についての記述である。最も

適当な語句を同じ番号の語群から一つ選び、その記号を回答欄に記入しなさい。 

 

a 一般に酵素の種類は、たんぱく質分解酵素（プロテアーゼ）、でんぷん分解酵素（ア 

ミラーゼ）、脂肪分解酵素（リパーゼ）の３種類に大別できるが、シミ抜きでは 

（ ① ）のことをさすことが多い。 

b 毛織物は、概して高級で良好な風合いを持っているといわれるものほど水に濡れると 

伸張しやすい。含有する水分量に応じ織物の長さが可逆的に変化する現象を（ ② ）と 

いう。 

 

 

c                                 ( ③ )       

 

  

d           （ ④ ）  

 

 

e          （ ⑤ ）  

 

【語群】 

①｛ ア：たんぱく質分解酵素  イ：でんぷん分解酵素  ウ：脂肪分解酵素 ｝ 

②｛ ア： エマルジョン  イ：ハイグラルエクスパンション  ウ：クリンプ ｝ 

③｛ ア：液温は６０℃以上で、洗濯機で通常の洗濯処理ができる   

イ：液温は６０℃を限度とし、洗濯機で通常の洗濯処理ができる 

ウ：液温は６０℃を限度とし、洗濯機で弱い洗濯処理ができる ｝   

④｛ ア：ウエットクリーニング処理ができる。通常の処理 

   イ：ウエットクリーニング処理ができる。弱い処理     

ウ：ウエットクリーニング処理ができる。非常に弱い処理｝ 

⑤｛ ア：日陰での平干し乾燥がよい  イ：日陰でのつり干し乾燥がよい      

ウ：日陰でのぬれ平干し乾燥がよい ｝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

令和７年度福岡県 

クリーニング師試験問題 

（ 実 技 ） 

 

 

 

 令和７年９月３日 

 

 

指示があるまで手を触れてはいけません 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受験上の注意】 

 

１ 机の上には、「受験票」、「筆記用具」、「時計」以外のものを置いてはいけま

せん。 

 

２ 試験時間は、１０分間です。 

 

３ この問題用紙のみ持ち帰って構いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



洗たく物の処理に関する技能 
 
 
（繊維の鑑別） 

問１ 別紙Ａの５つの布①～⑤を外観や手ざわりから鑑別して、下記の「繊維の種類」

の中から該当するものを一つだけ選び、その記号を解答欄に記入しなさい。 

 

【繊維の種類】 

ア：綿     イ：麻       ウ：羊毛     エ：絹 

オ：キュプラ  カ：ポリエステル  キ：アセテート  ク：ナイロン 

 

 

 

（シミの鑑別とシミ抜き剤） 

問２ 別紙Ｂの５つのシミを外観から鑑別し、下記の「シミの種類」の中から該当する

ものを一つだけ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

また、それぞれのシミについて最も適切なシミ抜き薬品などを下記の「シミ抜き

薬品など」の中から一つだけ選び、その記号をシミ抜き薬品などの解答欄に記入し

なさい。    

なお、シミに対し複数のシミ抜き薬品が該当する場合はそのうちの一つを記入す

ること。 

また、染み抜き薬品は重複して選んでも構わない。 

 

【シミの種類】 

① 油性ペンキ    ② アイスクリーム  ③ さび（鉄）   

④ カレー           ⑤ すす        ⑥ 赤ワイン    

 

【シミ抜き薬品など】 

ア 石油系薬剤           イ 過酸化水素 

ウ タンニン系シミ抜き剤      エ タンパク系シミ抜き剤              

オ サビ取り剤                  カ 漂白剤 

キ のり状にしたご飯粒で揉みだし         



令和７年度福岡県　クリーニング師試験
解答　（筆記）

衛生法規に関する知識

① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤

ア ウ イ ウ イ ア イ ウ ア ウ

① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤

ア イ ア オ イ エ コ キ ウ カ

公衆衛生に関する知識

① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤

ウ キ ケ エ サ ウ エ キ カ オ

① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤

イ ク キ コ ケ ク オ キ ウ コ

洗たく物の処理に関する知識

① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤

ア イ ウ ウ イ イ ア ア ウ イ

① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤

イ ウ ア ア ウ ア イ ウ ウ ア

問３ 問４

受験番号

氏　名

問１ 問２

問１ 問２

問３ 問４

問１ 問２

問３ 問４



令和７年度福岡県　クリーニング師試験

解答（実技）

洗たく物の処理に関する技能

（別紙Ａ）

① ② ③ ④ ⑤

カ イ エ オ ウ

（別紙Ｂ）

（１） （２） （３） （４） （５）

⑤ ① ⑥ ② ③

キ ア ウ エ オ

問２

シミの種類

受験番号

シミ抜き薬品など

氏　名

問１

繊維の種類


